『月令抄』二本 : 両足院本と清家文庫本と by 田上, 稔
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前
稿
に
お
い
て
、
建
仁
寺
両
足
院
蔵
『
月
令
抄
』
の
翻
刻
・
紹
介
を
お
こ
な
っ
た
）
1
（
。
当
該
資
料
は
、
文
化
・
学
問
の
保
持
に
両
足
院
が
果
た
し
た
役
割
、
さ
ら
に
は
両
足
院
と
博
士
家
清
原
家
等
と
の
繋
が
り
に
関
す
る
資
料
と
し
て
利
用
で
き
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
翻
字
を
付
し
て
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
）
2
（
。
　
そ
の
前
稿
に
て
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
に
も
、
同
題
の
写
本
が
二
種
、
架
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
た
。
『
月
禮
抄
』
（
請
求
記
号
「
清
家
文
庫 
貴
1
－
64
／
ケ
／
1
」
。
以
下
「
清
家
文
庫
Ａ
本
」
と
略
称
）
と
、『
月
令
抄
』
（
請
求
記
号
「
1
－
64
／
ケ
／
2
貴
」
。
以
下
「
清
家
文
庫
Ｂ
本
」
と
略
称
）
と
の
二
本
で
あ
る
。
　
本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
清
家
文
庫
Ａ
本
と
両
足
院
本
と
の
異
同
を
閲
し
て
両
本
の
関
係
を
探
り
、
そ
こ
か
ら
、
両
足
院
と
博
士
家
清
原
家
と
の
繋
が
り
等
に
関
す
る
資
料
と
し
て
の
、
両
本
の
価
値
に
迫
っ
て
み
た
い
。
女
子
大
國
お　
第
百
六
十
八
号　
令
和
三
年
一
月
三
十
一
日
『
月
令
抄
』
二
本
― 
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
本
と 
―
田
上
　
稔
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清
家
文
庫
Ａ
本
も
、
両
足
院
本
に
同
じ
く
二
冊
か
ら
な
る
。
た
だ
し
、
第
一
冊
目
と
第
二
冊
目
と
の
本
文
切
れ
目
は
、
両
者
で
異
な
る
。
二
冊
い
ず
れ
も
美
濃
判
の
和
綴
じ
で
、
二
冊
と
も
「
月
禮
抄
」
の
墨
書
が
あ
り
、
そ
の
表
題
下
に
「
共
二
冊
」
、
右
や
上
部
に
「
子
」
と
墨
書
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
さ
ら
に
遊
紙
一
丁
が
あ
る
。
「
上
」
「
下
」
の
別
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
稿
で
は
第
一
冊
目
を
「
上
巻
」
、
第
二
冊
目
を
「
下
巻
」
と
呼
称
し
て
い
く
。
　
両
足
院
本
に
等
し
く
、
上
巻
墨
付
第
１
丁
表
は
「
啓
蒙
通
釈
」
の
題
を
掲
げ
て
、
そ
の
引
用
が
始
ま
り
、
墨
付
第
２
丁
表
か
ら
、
「
礼
記
巻
第
五
」
「
月
令
第
六
」
の
題
を
掲
げ
て
、
本
文
が
始
ま
る
。
そ
の
「
礼
記
巻
第
五
」
の
下
に
「
享
禄
四
年
壬
五
月
環
翠
軒
宗
左
抄
之
」
と
あ
る
の
も
、
両
足
院
本
に
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
月
令
」
周
公
作
説
と
呂
不
韋
作
説
と
を
巡
っ
て
述
べ
た
後
は
、
「
月
令
」
本
文
の
部
分
を
見
出
し
と
し
て
掲
げ
て
、
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
の
解
説
を
付
し
、
さ
ら
に
「
正
曰
」
「
正
云
」
と
『
礼
記
正
義
』
（
以
下
『
正
義
』
）
か
ら
の
引
用
が
続
く
、
と
い
う
形
式
を
基
本
と
し
て
展
開
し
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
、
礼
記
馬
氏
注
や
陳
澔
『
礼
記
集
説
』
等
、
『
正
義
』
以
外
の
文
献
か
ら
の
引
用
も
あ
る
。
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
が
『
正
義
』
の
書
き
下
し
で
あ
る
場
合
も
あ
れ
ば
独
自
解
釈
で
あ
る
場
合
も
あ
り
、
『
正
義
』
等
か
ら
の
引
用
漢
文
部
分
を
欠
い
た
り
、
逆
に
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
を
欠
い
た
り
し
て
、
必
ず
し
も
統
一
が
と
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
点
ま
で
、
両
足
院
本
に
等
し
い
。
形
式
上
の
み
な
ら
ず
、
記
載
さ
れ
て
い
る
文
章
自
体
も
、
大
略
、
両
足
院
本
に
等
し
い
。
ご
く
大
ま
か
に
言
え
ば
、
た
と
え
ば
本
稿
で
検
証
す
る
若
干
の
異
な
り
を
も
ち
つ
も
、
両
本
「
月
令
抄
」
は
、
書
写
上
の
関
係
を
も
っ
た
、
同
一
の
資
料
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
　
た
だ
し
、
清
家
文
庫
Ａ
本
下
巻
末
尾
に
は
、
両
足
院
本
に
は
無
い
、
次
の
よ
う
な
書
き
込
み
が
あ
る
。
　
　
　
　
地
震
ノ
詩　
地
震
ノ
吉
凶
ノ
卜
也
十
二
月
ノ
分
也
東
坡
カ
□
ト
云
　
　
春□
ハ火
民
衰ヲ
大
旱
至ル
四
五
八
竜リウ
尊
賤
死ス
六
九
一
十
一
月
金コン
穀
米
来ル
七
十
二
十
二
月
帝タイ
兵
ヒ
ヤ
ウ
病
起ル
　
　
火
神
動ドウ　
　
　
　
　
　
　
　
　
昇
神
動トウ　
　
　
　
　
　
金
神
動　
　
　
　
　
　
帝
黎
動
『
月
令
抄
』
二
本
31
　
　
　
　
夢
窓
頌
中
峰
聞
此
頃
日
本
有
肉
身
菩
薩
ト
云
テ
三
拜
ス
ル
ソ
　
　
寓
捨
囂
塵
晝
掩
レ
関
市
中
賣買
ヒ
得
　
タ
リ
沃
州ノ
山
娘
ニ
ヤ
ウ
生
口
裡
不
レ
含
レ
血ヲ
掛
二
在ス
乾
坤
宇
宙ノ
間ニ
一　
　
　
（
清
家
文
庫
Ａ
本
下
巻
第
61
丁
裏
）
3
（
　
清
家
文
庫
Ａ
本
の
、
一
丁
ご
と
の
行
数
（
概
数
十
二
）
、
一
行
の
文
字
数
は
、
両
足
院
本
と
異
な
る
が
、
体
裁
上
の
最
も
大
き
な
共
通
点
・
類
似
点
を
挙
げ
れ
ば
、
両
足
院
本
で
は
上
巻
墨
付
第
40 
丁
裏
）
4
（
（
以
下
「
両
上
40
ウ
」
の
よ
う
に
記
す
）
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
注
記
一
字
下
げ
が
、
清
家
文
庫
Ａ
本
で
も
、
相
当
す
る
本
文
箇
所
で
あ
る
上
巻
墨
付
第
38 
丁
表
（
以
下
「
清
上
Ａ
38
オ
」
の
よ
う
に
記
す
）
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
両
本
の
一
字
下
げ
部
分
は
、
『
正
義
）
5
（
』
「
疏
」
部
分
か
ら
の
漢
文
引
用
を
主
と
し
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
、
　
　
注
四
者
│
四
者
ハ
甲
虫
也
コ
ウ
ア
ル
虫
也
秋
其
甲
堅
ク
成
ル
也　
　
　
（
両
下
19
オ
）
　
　
属
水
者
│
数
少
ハ
清
リ
清
メ
ル
内
ニ
モ
羽
ハ
最
モ
清
ル
ホ
ト
ニ
冬
ノ
水
ニ
属
ス
ル
也　
　
　
（
両
下
50
ウ
）
な
ど
、
『
正
義
』
の
書
き
下
し
に
近
い
も
の
も
あ
り
、
　
　
注
媒
氏
之
官
│
人
ノ
媒
ス
ル
者
カ
此
時
分
兩
方
ノ
可
否
ヲ
酌
テ
云
合
ス
ル
也　
　
　
（
両
上
45
ウ
）
　
　
注
天
子
ハ
三
夫
人
九
嬪
二
十
七
世
婦
八
十
一
女
御
ア
リ
皆
ツ
ル
レ
ト
モ
中
ノ
九
／
嬪
ヲ
挙
テ
残
ヲ
モ
ツ
ル
ヽ
ト
知
ラ
シ
ム
ル
也　
　
　
（
両
上
46
ウ
）
な
ど
、
『
正
義
』
に
な
い
独
自
解
説
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
一
字
下
げ
体
裁
形
式
と
そ
の
内
容
と
が
、
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
　
と
は
い
え
、
一
字
下
げ
体
裁
を
含
む
こ
と
は
、
両
本
「
月
令
抄
」
で
の
外
形
上
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
共
通
点
で
あ
る
）
6
（
の
で
、
両
本
の
間
で
、
ど
の
よ
う
に
形
態
一
致
が
あ
る
の
か
を
見
る
こ
と
で
、
ま
ず
は
、
両
本
の
関
係
を
う
か
が
っ
て
み
よ
う
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
両
足
院
本
も
清
家
文
庫
Ａ
本
も
、
清
原
宣
賢
の
抄
し
た
原
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
（
或
い
は
何
代
か
後
の
）
写
本
で
あ
ろ
う
と
い
う
前
提
で
、
以
下
、
考
察
を
進
め
て
い
く
。
32
　
両
足
院
本
で
一
字
下
げ
体
裁
を
と
る
箇
所
は
、
上
巻
二
九
カ
所
、
下
巻
一
一
五
カ
所
の
合
計
一
四
四
カ
所
で
あ
る
。
清
家
文
庫
Ａ
本
で
、
対
応
す
る
箇
所
が
一
字
下
げ
体
裁
を
と
っ
て
い
な
い
の
は
、
単
純
に
比
較
す
れ
ば
、
二
二
カ
所
。
こ
の
一
字
下
げ
体
裁
が
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
本
Ａ
と
の
、
「
書
写
」
に
際
し
て
の
意
識
の
よ
う
な
も
の
を
探
る
手
立
て
の
一
つ
と
な
る
こ
と
を
、
ま
ず
は
、
期
待
し
た
い
。
ま
た
、
後
日
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
を
取
り
上
げ
る
際
に
も
、
こ
の
一
字
下
げ
が
大
き
く
問
題
と
な
る
の
で
、
こ
で
拘
っ
て
お
く
。
　
両
足
院
本
で
一
字
下
げ
体
裁
を
と
っ
て
い
る
箇
所
の
う
ち
、
　
　
乃
礼
天
子
│
天
子
所
御
ト
ハ
群
妃
皆
夜
ノ
御
番
ヲ
サ
セ
ラ
ル
ヽ
程
ニ
イ
ツ
レ
モ
　
　
　
 
天
子
ノ
御
ニ
ア
ツ
カ
レ
リ
此
所
御
ト
云
ハ
皇
子
ヲ
ハ
ラ
ミ
タ
ル
ヲ
云
コ
レ
ハ
高
媒
ヲ
／
祭
リ
果
テ
祝
官
カ
天
子
ノ
御
ト
ノ
エ
シ
テ
孕
メ
ル
人
ヲ
礼
ス
ル
也
ナ
ニ
ト
礼
ス
ル
／
ソ
ト
云
ニ
高
禖
ノ
神
ノ
前
テ
大
祝
カ
酒
ヲ
酌
テ
所
御
ノ
人
ニ
ノ
マ
シ
ム
ル
也
飲
／
ハ
テ
ヽ
後
ニ
コ
ノ
人
ニ
弓
韣
ヲ
ハ
シ
ム
ル
ナ
リ
弓
韣
ト
ハ
弓
袋
也
コ
ノ
懐
妊
ノ
皇
／
子
男
子
ナ
ル
ヤ
ウ
ニ
ト
男
ヲ
求
ル
心
也
）
7
（
　
　
　
（
両
上
46
ウ
）
部
分
と
対
応
し
て
い
る
清
家
文
庫
Ａ
本
が
、
　
　
 
乃
礼
天
子
│
天
子
所
御
ト
ハ
群
妃
皆
夜
ノ
御
番
ヲ
サ
セ
ラ
ル
ヽ
ホ
ト
ニ
／
イ
ツ
レ
モ
天
子
ノ
御
ニ
ア
ツ
カ
レ
リ
此
ノ
所
御
ト
云
ハ
皇
子
ヲ
ハ
ラ
ミ
タ
ル
／
ヲ
云
コ
レ
ハ
高
媒
ヲ
祭
リ
果
テ
祝
官
カ
天
子
ノ
御
ト
ノ
エ
シ
テ
孕
／
メ
ル
人
ヲ
礼
ス
ル
也
ナ
ニ
ト
礼
ス
ル
ソ
ト
云
ニ
高
禖
ノ
神
ノ
前
テ
大
祝
カ
／
石
ヲ
酌
テ
所
御
ノ
人
ニ
ノ
マ
シ
ム
ル
也
飲
ハ
テ
ヽ
後
ニ
コ
ノ
人
ニ
弓
韣
ヲ
／
ハ
シ
ム
ル
ナ
リ
弓
韣
ト
ハ
弓
袋
也
コ
ノ
懐
妊
ノ
皇
子
男
子
ナ
ル
ヤ
ウ
／
ニ
ト
男
ヲ
求
ル
心
也　
　
　
（
清
Ａ
上
43
オ
）
の
よ
う
に
、
全
く
一
字
下
げ
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
箇
所
が
、
計
二
二
カ
所
見
ら
れ
る
。
　
次
の
よ
う
な
箇
所
も
あ
る
。
　
　
御
幸
ト
モ
行
啓
ト
モ
云
　
　
　
注
媒
氏
之
官
│
人
ノ
媒
ス
ル
者
カ
此
時
分
兩
方
ノ
可
否
ヲ
酌
テ
云
合
ス
ル
也
『
月
令
抄
』
二
本
33
　
　
　
高
辛
氏
│
正
云
殷
本
紀
云
簡
狄
行
浴
見
玄
鳥
墮
其
卵
簡
狄
取
吞
之
因
孕
　
　
生
契 
高
辛
氏
ハ
帝
嚳
也
娀
簡
ハ
簡
狄
也
娀
ハ
簡
狄
カ
國
ノ
名
也　
大
戴
礼
云　
　
　
（
両
上
45
オ
）
両
足
院
本
で
右
の
よ
う
に
一
字
下
げ
三
行
目
以
降
が
不
完
全
な
体
裁
と
な
っ
て
い
る
部
分
が
、
清
家
文
庫
Ａ
本
で
も
、
　
　
　
注
媒
氏
之
官
│
人
ノ
媒
ス
ル
者
カ
此
時
分
兩
方
ノ
可
否
ヲ
酌
テ
　
　
　
云
合
ス
ル
也
高
辛
氏
│
正
云
殷
本
紀
云
簡
狄
行
浴
取
吞
之
　
　
因
孕
生
契 
高
辛
氏
帝
嚳
也
娀
簡
ハ
簡
狄
也
娀
ハ
簡
狄
カ
國　
　
　
（
清
Ａ
上
42
オ
）
の
よ
う
に
、
途
中
で
一
字
下
げ
体
裁
を
と
ら
な
く
な
っ
て
不
完
全
と
思
わ
れ
る
体
裁
と
な
っ
て
い
る
箇
所
も
、
計
一
〇
カ
所
見
ら
れ
る
。
　
両
足
院
本
で
は
改
行
一
字
下
げ
さ
れ
て
い
な
い
　
　
恐
ハ
人
災
也　
　
　
　
注
粛
謂
│
正
曰
詩
九
月
粛
霜
粛
謂
巌
粛
　
　
　
注
以
水
訛
│
正
曰
案
孟
春
國
時
有
恐
注
云
以
火
訛
相
驚
智
是
水
者
以　
　
　
（
両
上
60
オ
）
「
注
粛
謂
│
」
部
分
が
、
清
家
文
庫
Ａ
本
で
は
、
　
　
ナ
リ
国
有
大
恐
ハ
人
ツ
ス
也
　
　
　
注
粛
謂
│
正
曰
詩
九
月
粛
霜
粛
謂
巌
粛
注
　
　
　
注
以
水
訛
│
正
曰
案
孟
春
國
時
有
恐
注
云
以
火
訛
相
驚
智
是
／
水
者
以　
　
　
（
清
Ａ
上
54
ウ
）
の
よ
う
に
、
一
字
下
げ
体
裁
を
と
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
両
足
院
本
で
一
字
下
げ
と
な
っ
て
お
ら
ず
清
家
文
庫
Ａ
本
で
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
三
カ
所
と
も
が
、
「
注
」
で
改
行
し
て
い
な
い
結
果
、
一
字
下
げ
体
裁
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
次
の
用
例
も
、
同
様
で
あ
る
。
　
　
他
國
ヘ
土
地
ヲ
ト
ラ
ル
ヽ
也
雪
霜
不
時
ハ
天
災
也
小
兵
時
起
土
地
侵
削
ハ
人
34
　
　
災
也　
　
　
注
申
宿
│
正
曰
案
春
秋
説
云
參
伐
主
斬
刈
示
威
行
伐
也　
　
　
（
両
下
58
オ
）
次
の
清
家
文
庫
Ａ
本
の
よ
う
に
、
「
注
申
宿
」
以
下
は
一
字
下
げ
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
　
　
ヽ
ナ
リ
雪
霜
不
時
ハ
天
災
也
小
兵
時
起
土
地
侵
削
ハ
人
災
也
　
　
　
注
申
宿
│
正
曰
案
春
秋
説
云
參
伐
主
斬
刈
示
威
行
伐
也
　
　
　
壁
星
南
エ
マ
ワ
ル
ト
キ
東
辟
ト
云
北
ノ
本
位
ニ
ア
ル
時
ハ
西
ヨ
リ
ニ
ア
リ　
　
（
清
Ａ
下
43
ウ
）
両
足
院
本
で
は
、
改
行
一
字
下
げ
さ
れ
て
い
な
い
。
　
た
だ
し
、
こ
の
用
例
で
は
、
　
　
他
國
ヘ
土
地
ヲ
ト
ラ
ル
ヽ
也
雪
霜
不
時
ハ
天
災
也
小
兵
時
起
土
地
侵
削
ハ
人
　
　
災
也　
　
　
注
申
宿
│
正
曰
案
春
秋
説
云
參
伐
主
斬
刈
示
威
行
伐
也
　
　
● 
壁
星
南
ヘ
マ
ワ
ル
ト
キ
東
辟
ト
云
北
ノ
本
位
ニ
ア
ル
時
ハ
西
ヨ
リ
ニ
ア
リ
　
　
仲
冬
之
月
日
│
正
曰
案
律
暦
志
云
仲
冬
之
初
日
在
斗
十
二
度　
　
　
（
両
下
58
オ
）
そ
の
「
注
申
宿
」
の
次
行
冒
頭
が
、
「
●
」
の
よ
う
に
、
一
字
塗
り
潰
さ
れ
て
い
る
。
「
壁
」
字
を
書
き
か
け
て
途
中
で
中
止
し
、
塗
り
潰
し
た
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
一
字
下
げ
が
必
要
な
箇
所
だ
と
書
写
過
程
で
気
づ
き
、
そ
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
の
「
修
正
」
に
は
、
書
写
元
に
見
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
一
字
下
げ
体
裁
を
忠
実
に
写
す
こ
と
へ
の
、
両
足
院
本
書
写
者
の
注
意
・
関
心
の
向
け
方
が
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。
　
以
上
、
一
字
下
げ
体
裁
に
注
目
し
た
結
果
は
、
両
足
院
本
に
一
字
下
げ
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
清
家
文
庫
Ａ
本
で
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
箇
所
二
二
に
対
し
て
、
そ
の
逆
は
僅
か
四
カ
所
の
み
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
一
字
下
げ
体
裁
へ
の
関
心
の
高
さ
を
窺
え
る
よ
う
な
用
例
の
存
在
も
、
両
足
院
本
に
お
い
て
指
摘
し
た
。
『
月
令
抄
』
二
本
35
　
も
ち
ろ
ん
、
両
足
院
本
の
一
字
下
げ
に
も
、
「
型
」
に
填
め
き
れ
な
い
不
審
箇
所
が
あ
る
。
　
　
シ
ル
シ
タ
ル
經
百
二
十
ア
リ
ソ
レ
ヲ
コ
マ
カ
ニ
ワ
ケ
テ
ウ
ラ
ナ
ウ
頌
千
二
百
ア
リ
其
繇
カ
　
　
　
キ
タ
ル
者
ヲ
占
兆
ト
云
占
兆
ハ
易
ノ
事
ニ
ハ
ア
ラ
ス
亀
ハ
繇
也
此
占
兆
ニ
モ
血
ヌ
　
　
　
ル
也 
審
卦
吉
凶
ト
ハ
卦
吉
凶
ト
云
ハ
易
ヲ
云
亀
ノ
事
ニ
ア
ラ
ス
易
ニ
六
十
四
　
　
卦
ア
リ
或
ハ
吉
或
ハ
凶
ア
リ
コ
ト
ヲ
明
ニ
ミ
ル
也　
　
　
（
両
下
53
オ
）
引
用
部
分
二
行
目
と
三
行
目
と
は
、
一
字
下
げ
不
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
清
家
文
庫
Ａ
本
で
も
一
字
下
げ
を
し
て
い
な
い
。
　
こ
の
よ
う
に
、
両
足
院
本
が
完
全
と
い
う
わ
け
で
は
全
く
な
い
に
し
て
も
、
「
一
字
下
げ
体
裁
」
と
い
う
点
か
ら
両
本
を
比
較
す
る
と
、
清
家
文
庫
Ａ
本
よ
り
も
、
両
足
院
本
の
方
が
、
あ
く
ま
で
も
相
対
的
に
で
は
あ
れ
、
形
式
面
で
よ
り
整
っ
た
本
文
を
も
つ
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
違
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
書
写
元
と
し
た
元
本
の
体
裁
を
反
映
し
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
写
過
程
で
決
定
づ
け
ら
れ
た
も
の
な
の
か
は
、
し
ば
ら
く
措
く
。
　
そ
こ
で
、
次
に
、
清
家
文
庫
Ａ
本
に
見
ら
れ
る
、
書
写
「
過
誤
」
の
可
能
性
が
疑
わ
れ
る
箇
所
）
8
（
を
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
、
「
誤
字
」
が
疑
わ
れ
る
箇
所
か
ら
。
　
　
正
曰
案
書
緯
考
霊
耀
云
主
春
者
鳥
星
昏
中　
　
　
（
両
上
11
ウ
）
　
　
正
曰
案
昼
緯
考
霊
耀
云
主
春
者
鳥
星
昏
中　
　
　
（
清
Ａ
上
10
ウ
）
　
　
注
易
及
楽
│
楽
ハ
楽
書
也　
　
　
（
両
下
15
ウ
）
　
　
注
易
及
楽
│
楽
ハ
楽
昼
也　
　
　
（
清
Ａ
下
6
オ
）
　
　
書
ニ
對
メ
ハ
耦
ト
ヨ
ム
ヘ
シ　
　
　
（
両
下
65
ウ
）
36
　
　
晝
ニ
對
メ
ハ
耦
ト
ヨ
ム
ヘ
シ　
　
　
（
清
Ａ
下
50
オ
）
な
ど
は
、
「
書
」
と
「
晝
」
（
「
昼
」
）
の
単
純
な
混
乱
で
あ
る
。
　
　
以
小
罪
相
告
者
即
決
遣
之
不
収
繋
也　
　
　
（
両
下
7
オ
）
　
　
以
小
罪
相
告
者
即
決
遺
之
不
収
繋
也　
　
　
（
清
Ａ
下
60
ウ
）
な
ど
も
、
「
遣
」
と
「
遺
」
の
取
り
違
え
で
あ
ろ
う
。
　
　
其
月
ノ
律
ヲ
其
上
ニ
ヲ
イ
テ
葭
ノ
灰
ヲ
管
ノ
口
ヘ
入
テ　
　
　
（
両
上
17
ウ
）
　
　
其
日
ノ
律
ヲ
其
上
ニ
ヲ
イ
テ
葭
ノ
灰
ヲ
管
ノ
口
ヘ
入
テ　
　
　
（
清
Ａ
上
15
ウ
）
な
ど
は
、
「
月
」
字
を
見
誤
っ
て
「
日
」
と
誤
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
）
9
（
。
　
清
家
文
庫
Ａ
本
に
は
、
こ
の
よ
う
な
、
形
の
類
似
し
た
文
字
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
非
常
に
目
立
つ
。
ま
た
、
李
廵
撰
『
爾
雅
注
』
を
引
い
て
い
る
と
お
ぼ
し
き
と
こ
ろ
で
「
廵
」
の
誤
字
も
目
立
つ
の
は
、
ど
う
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
　
　
商
庚
李
処
云
一
名
楚
雀　
　
　
（
清
Ａ
上
39
オ
）
　
　
李
延
云
積
土
為
之
所
以
観
望　
　
　
（
清
Ａ
下
7
ウ
）
　
清
家
文
庫
Ａ
本
の
「
誤
写
」
が
疑
わ
れ
る
文
字
に
は
、
次
の
よ
う
な
「
型
」
も
あ
る
。
　
　
案
律
暦
志
云
孳
萠
於
子
則
子
孳　
　
　
（
両
上
11
ウ
）
　
　
案
律
暦
志
云
茲
子
萠
於
子
則
子
茲
子　
　
（
清
Ａ
上
10
オ
）
は
、
「
孳
」
字
を
見
誤
っ
て
「
茲
子
」
と
二
字
に
割
っ
た
も
の
か
。
　
　
季
春
行
冬
令
│
寒
氣
時
發
ハ
天
災
也　
　
　
（
両
上
59
ウ
）
　
　
季
春
行
冬
令
│
寒
氣
時
發
ハ
天
ツ
ス
ナ
リ；
 
「
災
乎
」
の
傍
注
あ
り　
　
　
（
清
Ａ
上
54
ウ
）
『
月
令
抄
』
二
本
37
も
、
「
災
」
字
を
誤
っ
て
「
ツ
ス
」
と
二
字
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ
く
、
　
　
田
獵
罝
罘
│
罝
モ
罘
モ
ア
ミ
也
コ
レ
ハ
獣
ヲ
ト
ル
ア
ミ
也　
　
　
（
両
上
55
ウ
）
　
　
田
獵
罝
四
不
│
罝
モ
罘
モ
ア
ミ
也
コ
レ
ハ
獣
ヲ
ト
ル
ア
ミ
也　
　
　
（
清
Ａ
上
50
ウ
）
も
、
清
家
文
庫
Ａ
本
は
元
本
の
「
罘
」
字
を
見
誤
っ
て
「
四
不
」
と
二
字
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
或
者
屏
之
外
右
六
軍
嚮
南
而
陳
司
徒
於
陳
前
北
面
誓
之
也　
　
　
（
両
下
46
オ
）
　
　
或
者
屏
之
外
右
六
軍
郷
向
南
而
陳
司
徒
於
陳
前
北
面
誓
之
也　
　
　
（
清
Ａ
下
33
ウ
）
清
家
文
庫
Ａ
本
が
「
嚮
」
字
を
「
郷
向
」
と
誤
っ
て
二
字
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
角
ヲ
ヽ
ト
ス
陽
ノ
退
ク
象
ニ
従
フ
ト
也　
　
　
（
両
下
62
ウ
）
　
　
角
ヲ
ヽ
ト
ス
陽
ノ
退
ク
象
ニ
従
不
也　
　
　
（
清
Ａ
47
ウ
）
な
ど
は
、
逆
に
「
フ
ト
」
二
字
を
誤
っ
て
「
不
」
と
一
字
に
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
　
こ
の
よ
う
に
、
粗
忽
と
す
ら
印
象
さ
れ
る
よ
う
な
「
誤
写
」
推
定
部
分
が
、
清
家
文
庫
Ａ
本
に
は
少
な
く
な
い
。
清
家
文
庫
Ａ
本
が
書
写
元
と
し
た
本
に
既
に
過
誤
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
限
り
、
清
家
文
庫
Ａ
本
の
書
写
の
正
確
性
に
つ
い
て
、
少
な
か
ら
ず
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
こ
と
は
、
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
「
脱
字
」
の
多
さ
を
見
る
に
お
い
て
、
よ
り
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
。
　
　
不
足
可
疑
而
列
洽
氾
閣
皇
侃
之
徒
既
不
審
知
其
理　
　
　
（
両
上
36
オ
）
　
　
不
足
可
疑
而
列
氾
閣
皇
侃
之
徒
既
不
審
知
其
理　
　
　
（
清
Ａ
上
32
ウ
）
　
　
不
足
可
疑
而
列
洽
氾
閣
皇
侃
之
徒
既
不
審
知
其
理　
　
　
（
『
正
義
』
）
こ
の
よ
う
な
、
単
純
な
一
字
や
二
字
の
「
脱
字
」
は
、
ま
っ
た
く
枚
挙
に
遑
無
い
ほ
ど
な
の
で
、
こ
れ
以
上
の
挙
例
を
省
く
と
し
て
、
も
38
は
や
「
欠
落
」
と
も
言
え
る
よ
う
な
纏
ま
っ
た
「
脱
字
」
を
、
以
下
に
挙
げ
て
お
こ
う
。
傍
線
を
付
し
た
部
分
が
、
両
足
院
本
に
照
ら
す
な
ら
ば
清
家
文
庫
Ａ
本
で
欠
落
し
て
い
る
と
想
定
で
き
る
箇
所
で
あ
る
。
前
後
の
繋
が
り
等
か
ら
判
断
す
る
に
、
両
足
院
本
が
付
け
足
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
清
家
文
庫
Ａ
本
書
写
の
際
に
見
落
と
さ
れ
た
、
と
仮
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
挙
例
引
用
は
両
足
院
本
か
ら
と
し
、
清
家
文
庫
Ａ
本
に
お
い
て
不
足
す
る
部
分
に
傍
線
を
付
す
。
　
　
揚
雄
桓
譚
張
衡
蔡
邕
陸
績
王
粛
鄭
玄
之
徒
並
所
依
用　
三
曰
宣
夜
旧
説
云
殷
代
之
制
其
形
體
事
義
無
所
出
以
言
之　
　
　
（
両
上
4
オ
）
　
　
四
曰
金
者
八
月
四
陰
生
是
建
酉
之
月
故
四
曰
金
々
比
木
其
体
堅
剛
故
次
金
也　
　
　
（
両
上
21
オ
）
　
　
 
路
ニ
乗
ル
是
弁
服
各
其
事
々
ニ
カ
ワ
ル
四
時
ニ
ヨ
リ
テ
カ
ハ
ラ
サ
ル
也　
又
玉
藻
曰
│
天
子
龍
袞
以
祭
ト
ハ
四
時
共
ニ
龍
袞
玄
衣
纁
裳
ナ
リ　
　
　
（
両
上
28
ウ
）
　
　
和
令
ト
ハ
禁
法
ヲ
カ
ハ
ラ
カ
ニ
ス
ル
ヲ
云
行
慶
ト
ハ
善
事
ヲ
ス
ル
モ
ノ
ヲ
ハ　
　
　
（
両
上
31
オ
）
　
　
西
方
金
氣
為
陰
剋
東
方
木
木
為
妃
畢
属
西
方
尚
妃
之
所
好
故
好
雨
也
今
申
氣
乗
寅
兩
相
衝
破
申
來
逆
寅
々
為
風
々
之
被
逆　
　
　
（
両
上
40
ウ
）
　
　
郭
景
純
云
即
鵹
黄
也
釋
鳥
又
云
鵹
黄
楚
雀
其
氏
云
鵹
黄
一
名
倉
庚
商
庚
李
廵
云　
　
　
（
両
上
43
ウ
）
　
　
注
為
将
蠶
│
正
云
依
衣
祭
五
帝
自
服
大
裘
今
薦
鞠
衣
與
桑
同
色
蓋
薦
於
神
坐　
鞠
衣
│
正
云
菊
者
草
名
花
色
黄
故
季
秋
之
月
云　
　
　
（
両
上
53
ウ
）
　
　
畢
翳
ハ
兎
ヲ
打
オ
ホ
ウ
テ
ト
ル
ア
ミ
也
畢
ハ
ア
ミ
小
メ
柄
長
シ
天
上
ノ
畢
星
ニ
似
タ
リ
故
畢
ト
云
翳
ハ
カ
ク
シ
ト
云
物
也　
　
　
（
両
上
55
ウ
）
　
　
又
ハ
オ
ホ
ウ
ハ
ラ
ト
モ
イ
ヘ
リ
苦
菜
ハ
ニ
カ
ナ
也
蟈
右
獲
切
キ
ヤ
ク
ノ
音
也
注
蝼
│
正
曰
案
周
礼
蟈
氏
鄭
司
農
注
云　
　
　
（
両
下
3
ウ
）
　
　
毋
發
│
大
衆
ヲ
催
メ
ツ
カ
ウ
ヘ
カ
ラ
ス
蚕
農
ノ
事
ニ
ヒ
マ
イ
レ
ハ
其
ヲ
妨
ケ
シ
タ
メ
也　
　
毋
伐
│
大
木
ナ
ト
ヲ
伐
ヘ
カ
ラ
ス
也　
　
　
（
両
下
6
オ
）
　
　
琴
者
釈
楽
云
大
瑟
謂
之
灑
孫
炎
云
音
之
布
告
如
掃
灑
郭
景
純
云
琴
長
八
尺
一
寸
二
十
七
絃
管
者
釈
楽
云
大
管
謂
之
籥
音
驕　
　
　
（
両
下
11
オ
）
　
　
 
一
陰
カ
始
テ
萠
ホ
ト
ニ
君
子
斉
戒
メ
陰
氣
ヲ
敬
ス
ル
也 
處
ハ
居
処
也
居
処
ヲ
モ
ア
ラ
ハ
ニ
セ
ス
ト
リ
ハ
ラ
ウ
ツ
ナ
ト
セ
サ
ル
也
掩
身
ト
ハ
戸
ヲ
タ
テ
ヽ
面
ム
キ
ヘ
出
テ
ス
ヽ
ミ
ナ
ト
セ
ヌ
ヲ
云　
　
　
（
両
下
15
オ
）
『
月
令
抄
』
二
本
39
　
　
 
合
制
ト
云
ハ
百
縣
モ
合
制
ト
知
ヘ
シ
百
縣
ニ
為
来
歳
受
朔
日
ト
云
ハ
諸
侯
モ
亦
為
来
歳
受
朔
日
ト
知
ヘ
シ
互
見
メ
云
也
諸
侯
ト
ハ
畿
外
ヲ
云　
　
　
（
両
下
44
ウ
）
　
　
 
除
正
実
之
八
万
一
千
又
呼
六
九
五
十
四
除
正
実
之
五
千
四
百
又
呼
八
九
七
十
二
而
除
正
実
之
七
百
二
十
又
呼
三
九
二
十
七
而
除
正
實
之
二
十
七　
　
　
（
両
下
69
オ
）
　
次
の
「
脱
字
」
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
　
　
　
廂
曰
廟
無
東
西
廟
／
有
室
曰
寢
是
也
豳
風
三
之
日
納
于
凌
陰
三
之
日
是
建
寅
不　
　
　
（
清
Ａ
上
47
ウ
）
こ
の
清
家
文
庫
Ａ
本
に
相
当
す
る
部
分
が
、
両
足
院
本
で
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
や
は
り
、
清
家
文
庫
Ａ
本
に
は
無
い
部
分
に
傍
線
を
付
す
。
　
　
 
廂
曰
廟
無
東
西
廂
有
室
曰
寢
是
也
／
毋
作
大
事
│
軍
兵
ヲ
起
メ
農
事
ヲ
妨
ヘ
カ
ラ
ス
／
是
月
也
毋
竭
川
澤
│
川
沢
ノ
魚
ヲ
ツ
ク
メ
取
ヘ
カ
ラ
ス
陂
池
ノ
魚
ヲ
尽
メ
取
／
ヘ
カ
ラ
ス
山
林
ヲ
ヤ
イ
テ
獣
ヲ
ツ
ク
メ
取
ヘ
カ
ラ
ス
此
ニ
ハ
生
物
ヲ
害
ス
ル
事
ヲ
禁
／
制
ス
ル
也　
　
　
天
子
乃
鮮
│
鮮
ハ
献
ノ
字
ニ
作
ヘ
シ
ト
云
豳
七
月
詩
ニ
／
四
之
日
其
祭
獻
羔
祭
韭
ト
云
ホ
ト
ニ
此
鮮
ノ
字
ハ
献
ノ
字
ナ
ル
ヘ
シ
ト
也
天
子
／
ノ
羔
ヲ
献
メ
司
寒
ノ
神
ヲ
祭
ル
也
開
氷
ト
ハ
氷
室
ニ
蔵
メ
タ
ル
氷
ヲ
出
メ
マ
ツ
／
宗
廟
ニ
薦
ル
也
其
後
人
ニ
賦
テ
下
サ
ル
ヽ
也
　
　
　
注
献
羔
│
左
傳
ニ
献
羔
而
啓
之
ト
云
啓
時
ニ
祭
ル　
薦
於
宗
廟
│
／
宗
廟
ニ
薦
ト
ハ
仲
春
ヲ
云
乃
後
賦
之
ト
ハ
孟
夏
ヲ
云
故
凌
人
云
夏
頒
氷
ト
／
　
　
　
云
ヘ
リ
春
秋
傳
曰
│
正
云
案
昭
四
年
春
大
雨
雹
季
武
子
問
於
申
豊
／
々
々
對
以
此
辞
北
陸
ト
ハ
虚
ノ
宿
也
十
二
月
ニ
日
ノ
虚
ノ
宿
ニ
ア
ル
時
氷
ヲ
／
　
　
　
氷
室
ニ
蔵
ル
也
西
陸
朝
│
西
陸
ト
ハ
昴
ノ
宿
也
四
月
ニ
日
ノ
昴
ノ
宿
ニ
／
ア
ル
時
ニ
畢
ノ
星
カ
東
方
ニ
見
ユ
ル
也
此
時
氷
ヲ
出
テ
頒
テ
百
官
ニ
下
／
　
　
　
 
サ
ル
初
テ
出
テ
廟
ニ
薦
ハ
二
月
也
百
官
ニ
頒
ハ
四
月
也
日
本
ニ
ハ
四
月
朔
日
ヨ
／
リ
メ
九
月
卅
日
マ
テ
毎
日
氷
ヲ
献
ス
ル
也
年
中
行
事
ニ
四
月
朔
日
ノ
処
ニ
主
水
／
司
始
貢
氷
事
ト
ノ
セ
タ
リ　
深
山
窮
│
沍
ハ
閉
也
固
陰
ハ
堅
固
ノ
陰
／
ナ
リ
沍
寒
ハ
閉
寒
テ
陽
ニ
通
セ
サ
ル
処
ナ
リ
是
ニ
ヲ
イ
テ
氷
ヲ
取
ル
也
／
其
出
之
也
│
朝
之
祿
位
ト
ハ
丈
夫
已
上
ヲ
云
賓
ト
ハ
賓
客
ヲ
云
食
ト
ハ
／
常
ノ
飲
食
也
喪
ト
ハ
死
喪
ヲ
云
祭
ト
ハ
祭
祀
ヲ
云
コ
レ
等
ニ
皆
氷
ヲ
40
用
ル
也
／
其
蔵
之
│
黒
牡
ハ
黒
キ
牲
ヲ
云
秬
黍
ハ
キ
ヒ
也
コ
レ
ニ
テ
水
神
ヲ
祭
ル
司
／
寒
ハ
水
神
也　
　
桃
弧
│
弧
ハ
マ
ル
木
ノ
弓
也
弓
ハ
ア
ワ
セ
タ
ル
弓
也
桃
ハ
不
祥
ヲ
／
去
ク
ル
モ
ノ
也
鬼
神
ノ
ヲ
ツ
ル
モ
ノ
也
故
コ
レ
ニ
テ
シ
タ
ル
弓
ヲ
桃
弧
ト
云
棘
ハ
／
針
ア
リ
テ
悪
ヲ
禦
ク
故
ニ
コ
レ
ニ
テ
シ
タ
ル
矢
ヲ
棘
矢
ト
云
司
寒
ノ
神
ト
ハ
玄
冥
／
ノ
神
也
コ
レ
ハ
水
神
也　
　
時
食
肉
│
献
羔
而
│
献
羔
ハ
則
黒
牡
也
／
火
出
而
畢
│
尊
卑
ヲ
イ
ワ
ス
悉
ク
賦
リ
與
ル
也
火
出
ト
ハ
夏
ノ
三
月
也
商
ニ
／
於
テ
ハ
四
月
也
周
ニ
於
テ
ハ
五
月
也
周
礼
ニ
夏
頒
氷
ト
云
ハ
建
巳
四
月
也
夏
ノ
／
三
月
ト
云
ト
四
月
ト
云
ト
不
同
ナ
ル
コ
ト
ハ　
正
曰
建
辰
火
星
在
昴
火
星
始
出
／
至
建
巳
火
星
漸
高
棇
而
言
之
亢
得
稱
火
出
旱
則
三
月
之
末
晚
則
四
月
／
之
初
不
甚
相
遠
又
三
月
内
有
得
四
月
節
故
拠
夏
而
言
之
／
案
月
令
季
冬
蔵
氷
詩
豳
風
三
之
日
納
于
凌
陰
三
之
日
是
建
寅
不
／　
　
　
（
両
上
49
オ
）
両
足
院
本
の
体
裁
で
二
九
行
ほ
ど
が
、
ま
と
ま
っ
て
欠
落
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
一
丁
分
に
相
当
す
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
　
　
ソ
レ
ヲ
コ
マ
カ
ニ
ワ
ケ
テ
ウ
ラ
ナ
ウ
頌
千
二
百
ア
リ
其
繇
カ
　
　
　
 
キ
タ
ル
者
ヲ
占
兆
ト
云
占
兆
ハ
易
ノ
事
ニ
ハ
ア
ラ
ス
亀
ハ
繇
也
此
占
兆
ニ
モ
血
ヌ
／
ル
也 
審
卦
吉
凶
ト
ハ
卦
吉
凶
ト
云
ハ
易
ヲ
云
亀
ノ
事
ニ
ア
ラ
ス
易
ニ
六
十
四
　
　
 
卦
ア
リ
或
ハ
吉
或
ハ
凶
ア
リ
コ
ト
ヲ
明
ニ
ミ
ル
也
亀
繇
ハ
血
ヌ
ル
蓍
ノ
繇
ノ
易
ニ
ハ
血
／
ヌ
ラ
ス
筮
ハ
短
メ
亀
兆
ヨ
リ
賤
ホ
ト
ニ
血
ヌ
ラ
ス
メ
タ
ヽ
シ
ル
ス
ハ
カ
リ
也
卦
ニ
吉
凶
／
ト
云
兆
ニ
モ
吉
凶
ア
ル
ヘ
シ
亀
ニ
略
メ
イ
ハ
サ
ル
也
　
　
　
 
注
筴
蓍
也
│
亀
之
繇
文
ト
ハ
正
曰
周
礼
大
卜
云
其
經
皆
有
百
二
十
其
／
頌
千
有
二
百
是
也　
　
周
礼
亀
人
│
上
春
ハ
建
寅
ノ
月
今
ノ
正
月
也
秦
／
以
其
歲
首
ト
ハ
建
亥
ノ
月
今
ノ
十
月
也
秦
ハ
以
孟
冬
歳
首
ト
ス
ル
也
與
周
／
異
ト
ハ
周
ハ
建
寅
ヲ
用
ソ
秦
ハ
孟
冬
ヲ
用
ソ
故
ニ
異
ナ
リ
ト
云　
此
月
令
ノ
／
注
ト
周
礼
ノ
注
ト
同
ク
鄭
玄
カ
注
シ
タ
ル
カ
周
礼
ト
月
令
ト
ノ
注
不
同
ナ
リ
／
周
礼
云
上
春
釁
亀
ト
云
注
ニ
月
令
ヲ
引
テ
孟
冬
釁
祠
亀
策
相
互
矣
ト
／
ス
周
礼
ニ
上
春
釁
亀
ト
云
ホ
ト
ニ
秦
モ
亦
上
春
ニ
釁
亀
ナ
リ
又
秦
ニ
ハ
／
孟
冬
釁
亀
筴
ト
云
ホ
ト
ニ
周
ニ
亦
孟
冬
ニ
釁
亀
筴
ナ
リ
故
ニ
相
互
ト
注
ニ
／
シ
カ
ラ
ハ
一
年
ニ
二
度
釁
ス
ル
也
此
ハ
ナ
ニ
ト
シ
タ
ル
替
ソ
ト
云
ニ
鄭
玄
カ
兩
／
説
ヲ
モ
テ
別
々
ニ
注
ス
ル
ト
知
ヘ
キ
也　
　
審
省
録
│
筮
短
│
正
曰
左
／
傳
僖
四
年
晋
献
公
卜
驪
姫
不
吉
筮
之
吉
公
曰
従
筮
卜
人
曰
筮
短
亀
／
長
不
如
從
長
杜
元
凱
注
曰
筮
以
数
告
故
短
亀
以
象
示
故
長
是
筮
短
／
亀
長
之
事
『
月
令
抄
』
二
本
41
也
但
コ
レ
ハ
晋
献
公
ニ
驪
姫
ヲ
本
夫
人
ニ
サ
セ
シ
タ
メ
ニ
亀
ノ
ウ
／
ラ
カ
不
吉
ナ
ラ
ハ
其
マ
ヽ
ヲ
カ
レ
ヨ
蓍
ノ
ウ
ラ
ハ
ヲ
ト
リ
亀
ノ
ウ
ラ
ハ
マ
ス
ホ
ト
ニ
／
メ
卜
ヲ
用
イ
コ
ト
ハ
無
用
ト
云
ハ
ン
タ
メ
ニ
筮
ハ
短
メ
亀
ハ
長
ト
云
也
真
實
ニ
蓍
／
カ
亀
卜
ニ
劣
ル
ニ
ハ
ア
ラ
ス
ト
左
傳
ノ
正
義
ニ
コ
ト
ハ
ル
也
　
　
 
是
察
阿
黨
│
獄
吏
ノ
阿
私
メ
徒
黨
ヲ
ヒ
イ
キ
メ
罪
人
ヲ
カ
ク
ス
コ
ト
ナ
リ 
サ
／
ヤ
ウ
ノ
事
ヲ
明
ニ
メ
下
ノ
罪
ヲ
掩
ヒ
蔽
サ
ヽ
ル
ヤ
ウ
ニ
ス
ル
也　
　
　
（
両
下
53
オ
）
両
足
院
本
の
体
裁
で
二
二
行
ほ
ど
が
、
ま
と
ま
っ
て
欠
落
し
て
い
る
。
　
　
 
ソ
レ
ヲ
コ
マ
カ
ニ
ワ
ケ
テ
ウ
ラ
ナ
フ
頌
千
二
百
ア
リ
／
其
繇
カ
キ
タ
ル
ア
リ
サ
ヤ
ウ
事
ヲ
明
テ
下
ノ
罪
ヲ
掩
ヒ
蔽
サ
ヽ
ル
ヤ
ウ
ニ
ス
ル
也（
清
Ａ
下
39
オ
）
や
は
り
、
両
足
院
本
の
体
裁
で
見
積
も
っ
て
、
ほ
ぼ
一
丁
程
度
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
は
、
も
は
や
単
純
な
「
脱
字
」
の
域
を
超
え
る
。
　
し
か
も
、
挙
例
後
者
（
両
下
53
オ
）
の
清
家
文
庫
Ａ
本
欠
落
部
分
は
、
同
本
の
本
文
で
少
し
後
の
部
分
に
、
挿
入
の
形
で
現
れ
る
と
い
う
乱
れ
ま
で
が
見
ら
れ
る
。
清
家
文
庫
Ａ
本
の
体
裁
に
て
引
用
す
る
。
傍
線
部
が
、
清
家
文
庫
Ａ
本
で
は
、
そ
の
下
巻
第
39
丁
表
に
あ
る
は
ず
の
部
分
で
あ
る
。
　
　
 
功
有
│
材
木
ヲ
ハ
ヨ
キ
ヲ
取
テ
作
リ
出
ス
処
ハ
ヨ
ワ
／
ク
比
モ
ノ
ヲ
占
兆
ト
云
占
兆
ハ
易
ノ
事
ニ
ハ
ア
ラ
ス
亀
ノ
繇
也
コ
ノ
占
兆
ニ
モ
血
ヌ
／
ル
也
審
卦
吉
凶
ト
ハ
卦
吉
凶
ト
云
ハ
易
ヲ
云
亀
ノ
事
ニ
ア
ラ
ス
易
ニ
六
／
十
四
卦
ア
リ
或
ハ
吉
或
ハ
凶
ア
リ
コ
ト
ヲ
明
ニ
ミ
ル
也
亀
繇
ハ
血
ヌ
ル
／
蓍
ノ
繇
ノ
易
ニ
ハ
血
ヌ
ラ
ス
筮
ハ
短
メ
亀
兆
ヨ
リ
賤
ホ
ト
ニ
血
ヌ
ラ
ス
メ
タ
ヽ
／
シ
ル
ス
ハ
カ
リ
也
卦
ニ
吉
凶
ト
云
兆
ニ
モ
吉
凶
ア
ル
ヘ
シ
亀
ニ
略
メ
イ
ハ
サ
ル
也　
／
注
筴
蓍
也
│
亀
之
繇
文
ト
ハ
正
曰
周
礼
大
卜
云
其
經
皆
有
百
二
十
其
／
頌
千
有
二
百
是
也　
周
礼
亀
人
│
上
春
ハ
建
寅
ノ
月
今
ノ
正
月
／
也
秦
以
其
歲
首
ト
ハ
建
亥
ノ
月
今
ノ
十
月
也
秦
ハ
孟
冬
ヲ
モ
テ
歳
首
／
ト
ス
ル
也
與
周
異
ト
ハ
周
ハ
建
寅
ヲ
用
フ
秦
ハ
孟
冬
ヲ
用
フ
故
ニ
異
ナ
リ
／
ト
云　
 
此
月
令
ノ
注
ト
周
礼
ノ
注
ト
同
ク
鄭
玄
カ
注
シ
タ
ル
カ
周
礼
ト
月
令
ト
／
ノ
注
不
同
ナ
リ
周
礼
云
上
春
釁
亀
ト
云
注
ニ
月
令
ヲ
引
テ
孟
冬
釁
祠
／
亀
策
相
互
矣
ト
ス
周
礼
ニ
上
春
ニ
釁
亀
ナ
リ
又
秦
ニ
ハ
孟
冬
釁
亀
筴
ト
／
云
ホ
ト
ニ
周
ニ
亦
孟
冬
ニ
釁
亀
筴
ナ
リ
故
ニ
相
互
ニ
注
ニ
シ
カ
ラ
ハ
一
年
ニ
二
度
／
釁
ス
ル
也
此
ハ
42
ナ
ニ
ト
シ
タ
ル
替
ソ
ト
云
ニ
鄭
玄
カ
兩
説
ヲ
モ
テ
別
々
ニ
注
ス
ル
ト
／
知
ヘ
キ
也　
　
審
省
録
│
筮
短
│
正
曰
左
傳
僖
四
年
晋
献
公
卜
／
驪
姫
不
吉
筮
之
吉
公
曰
従
筮
卜
人
曰
筮
短
亀
長
不
如
從
長
杜
之
／
凱
注
曰
筮
以
数
吉
故
短
亀
以
象
示
故
長
是
筮
短
亀
長
之
事
也
／
但
コ
レ
ハ
晋
献
公
ニ
驪
姫
ヲ
本
夫
人
ニ
サ
セ
シ
タ
メ
ニ
亀
ノ
ウ
ラ
カ
不
吉
ナ
ラ
ハ
其
／
一
ニ
ヲ
カ
ン
ヨ
蓍
ノ
ウ
ラ
ハ
ヲ
ト
リ
亀
ノ
ウ
ラ
ハ
マ
ス
ホ
ト
ニ
メ
卜
ヲ
用
コ
ト
ハ
無
用
／
ト
云
ハ
ン
タ
メ
ニ
筮
ハ
短
メ
亀
ハ
長
ト
云
也
真
實
ニ
蓍
カ
亀
卜
ニ
劣
ル
ニ
ハ
ア
ラ
ス
／
ト
左
傳
ノ
正
義
ニ
コ
ト
ハ
ル
也
　
　
是
察
阿
黨
│
獄
吏
ノ
阿
私
メ
徒
黨
ヲ
ヒ
イ
キ
メ
罪
人
ヲ
カ
ク
ス
コ
ト
／
興
ナ
レ
ハ
功
ノ
當
ラ
サ
ル
也　
　
　
（
清
Ａ
下
41
オ
）
　
こ
れ
ら
、
現
行
の
清
家
文
庫
Ａ
本
体
裁
一
丁
ほ
ど
に
わ
た
る
欠
落
に
つ
い
て
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
清
家
文
庫
Ａ
本
書
写
原
本
の
綴
じ
に
乱
れ
が
あ
っ
た
か
、
或
は
、
清
家
文
庫
Ａ
本
書
写
過
程
に
お
い
て
丁
を
飛
ば
し
、
ま
た
は
開
き
損
ね
て
書
写
を
し
て
し
ま
っ
た
か
、
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
　
さ
て
、
右
（
清
Ａ
下
41
オ
）
引
用
中
に
は
、
途
中
欠
落
を
含
む
と
い
う
混
乱
ま
で
も
見
ら
れ
る
。
傍
線
が
二
重
線
と
な
っ
て
い
る
部
分
「
上
春
ニ
釁
亀
」
と
「
ナ
リ
」
と
の
間
に
は
、
次
の
点
線
に
な
っ
て
い
る
部
分
を
補
え
る
。
　
　
亀
策
相
互
矣
ト
ス
周
礼
ニ
上
春
ニ
釁
亀
ト
云
ホ
ト
ニ
秦
モ
亦
上
春
ニ
釁
亀
ナ
リ
又
秦
ニ
ハ
孟
冬
釁
亀
筴
ト
／
云
ホ
ト
ニ
清
家
文
庫
Ａ
本
で
は
存
在
し
な
い
文
字
を
、
両
足
院
本
に
て
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
漢
字
混
じ
り
カ
タ
カ
ナ
表
現
部
分
は
、
　
　
周
禮
云
上
春
釁
龜
明
秦
亦
以
上
春
釁
龜
秦
以
孟
冬
釁
龜
筴
と
い
う
『
正
義
』
本
文
を
ほ
ぼ
書
き
下
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
以
上
、
本
来
存
在
し
な
い
表
現
を
両
足
院
本
が
付
加
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
　
そ
の
よ
う
に
考
え
る
根
拠
と
し
て
、
点
線
部
分
の
前
後
に
、
注
目
し
て
お
き
た
い
。
　
　
周
礼
ニ
上
春
ニ
釁
亀
ト
云
ホ
ト
ニ
秦
モ
亦
上
春
ニ
釁
亀
ナ
リ
又
秦
ニ
ハ
孟
冬
釁
亀
筴
ト
／
云
ホ
ト
ニ
「
釁
亀
」
が
二
回
現
れ
る
う
ち
、
最
初
の
「
釁
亀
」
の
直
後
か
ら
欠
落
が
始
ま
り
、
二
回
目
の
「
釁
亀
」
直
前
ま
で
、
そ
れ
が
続
く
。
こ
『
月
令
抄
』
二
本
43
で
も
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
最
初
の
「
釁
亀
」
ま
で
書
写
し
た
後
、
そ
れ
を
次
の
「
釁
亀
」
と
見
誤
っ
た
め
に
、
こ
の
点
線
部
の
写
し
忘
れ
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
想
像
は
、
以
下
の
よ
う
な
欠
落
用
例
か
ら
も
、
い
く
ば
く
か
の
根
拠
を
得
ら
れ
は
し
ま
い
か
。
引
用
は
、
や
は
り
両
足
院
本
か
ら
と
し
、
清
家
文
庫
Ａ
本
で
は
欠
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
部
分
に
傍
線
を
付
す
。
　
　
毎
三
分
之
七
十
二
氣
々
間
五
日
有
餘
故
一
年
有
七
十
二
候
也　
　
　
（
両
上
26
ウ
）
　
　
其
後
十
月
ヲ
モ
テ
歳
首
ト
ス
十
月
ヲ
歳
首
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
呂
不
韋
ハ
ヽ
ヤ
死
テ
浮
世
ニ
イ
ス　
　
　
（
両
上
2
ウ
）
　
　
自
然
虚
無
之
氣
无
象
不
可
以
形
求
不
可
以
類
取
強
名
曰
道
謂
之
大
易
也　
　
　
（
両
上
3
ウ
）
　
　
律
暦
志
云
呂
助
也
言
助
陽
宣
氣
又
云
呂
拒
也　
　
　
（
両
上
18
オ
）
　
　
成
数
六
火
数
二
成
数
七
木
数
三
成
数
八
金
数
四
成
数
九
土
数
五
成
数
十
云
　々
　
　
（
両
上
21
ウ
）
　
　
異
義
云
今
文
尚
書
政
陽
説
肝
木
也
心
火
也
脾
土
也
肺
金
也
腎
水
也
右
尚
書
説
脾
木
也
肺
火
也　
　
　
（
両
上
23
オ
）
　
　
蟄
蟲
驚
而
走
出
謂
之
穀
雨
者
言
雨
以
生
百
穀
謂
之
清
明
者
謂
物
生
清
凈
明
潔　
　
　
（
両
上
26
オ
）
　
　
 
木
ニ
テ
シ
タ
ル
戸
ヲ
闔
ト
云
竹
葦
ニ
テ
シ
タ
ル
戸
ヲ
扇
ト
云
此
ニ
ハ
耕
者
ト
云
程
ニ
庶
人
ノ
事
ヲ
云
庶
人
ハ
蓽
門
蓬
戸
ノ
体
也
故
ニ
竹
ヤ
葦
ノ
ア
ミ
戸
ヲ
ス
ル
也　
　
　
（
両
上
49
オ
）
　
　
正
曰
外
子
女
謂
王
外
姓
甥
之
女
者
内
子
女
者
王
之
同
姓
子
女　
　
　
（
両
上
58
オ
）
　
　
琴
者
釈
楽
云
大
瑟
謂
之
灑
孫
炎
云
音
之
布
告
如
掃
灑
郭
景
純
云
琴
長
八
尺
一
寸
二
十
七
絃
管
者
釈
楽
云
大
管
謂
之
籥
音
驕　
　
　
（
両
下
11
オ
）
　
　
黍
稷
百
穀
ヲ
ハ
勧
種
ト
ハ
云
ハ
サ
ル
カ
麥
ハ
カ
リ
ヲ
云
ハ
ツ
ヨ
ク
重
ス
ル
也　
　
　
（
両
下
38
ウ
）
　
　
鄭
司
農
注
五
兵
者
是
也
戈
殳
戟
酋
矛
夷
矛
後
鄭
又
注
云
步
卒
之
五
兵
則
無
夷
矛
而
有
厂
矢
如
鄭
所
云
則
此
注
拠
步
卒
五
兵　
　
　
（
両
下
45
オ
）
こ
れ
ら
、
「
欠
落
」
に
お
け
る
「
型
」
の
存
在
ま
で
も
を
見
る
と
き
、
清
家
文
庫
Ａ
本
の
書
写
が
ど
の
よ
う
な
注
意
力
の
高
さ
で
も
っ
て
な
さ
れ
た
の
か
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
44
　
以
上
は
、
清
家
文
庫
Ａ
本
に
つ
い
て
、
そ
の
書
写
作
業
の
完
成
度
が
如
何
程
の
も
の
で
あ
る
か
を
見
て
き
た
。
相
対
的
に
、
両
足
院
本
よ
り
も
乱
れ
が
大
き
い
と
い
う
印
象
を
も
た
ざ
る
を
得
な
い
。
　
で
は
、
翻
っ
て
、
両
足
院
本
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
字
下
げ
体
裁
に
見
ら
れ
る
形
式
不
完
全
に
つ
い
て
は
、
先
に
指
摘
し
た
の
で
、
こ
で
は
「
誤
字
・
脱
字
」
を
見
て
み
た
い
。
引
用
元
『
正
義
』
本
文
に
照
ら
し
て
、
ま
た
清
家
文
庫
Ａ
本
の
相
当
す
る
本
文
部
分
に
照
ら
し
て
、
両
足
院
本
で
書
写
間
違
い
の
疑
わ
れ
る
箇
所
を
挙
げ
て
み
る
）
10
（
。
　
　
此
説
旦
為
好
牛
宿
十
一
月
皇
紀
之
次
天
北
端
之
極
也　
　
　
（
両
上
1
ウ
）
清
家
文
庫
Ａ
本
も
、
引
用
元
で
あ
る
『
暦
林
問
答
』
本
文
も
、
「
星
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
「
星
」
字
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
　
　
孟
春
ニ
ハ
日
カ
営
室
ノ
宿
ニ
ア
ル
也　
　
　
（
両
上
9
オ
）
　
　
立
春
ニ
ハ
日
カ
営
室
ノ
宿
ニ
ア
ル
也　
　
　
（
清
Ａ
上
8
オ
）
両
足
院
本
の
引
く
『
正
義
』
本
文
部
分
も
清
家
文
庫
Ａ
本
も
「
立
春
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
書
写
元
本
に
既
存
で
あ
っ
た
可
能
性
を
措
く
な
ら
ば
、
両
足
院
本
に
書
写
の
過
誤
が
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
、
両
足
院
本
の
方
で
書
写
間
違
い
と
お
ぼ
し
き
箇
所
を
探
し
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
、
　
　
皞
者
案
呉
義
古
尚
昼
説
元
気
廣
大
謂
之　
　
　
（
両
上
13
ウ
） ; 
「
書
」
が
妥
当
か
。
　
　
有
子
曰
犁
為
祝
融
共
子
氏
有
子
曰
句
龍
為
后
土　
　
　
（
両
上
14
ウ
） ; 
「
工
」
が
妥
当
か
）
11
（
。
次
の
よ
う
な
、
一
字
を
二
字
に
割
っ
た
例
も
あ
る
。
　
　
 
正
曰
諏
此
言
是
亥
次
之
號
立
春
之
時
日
在
危
十
六
度
月
半
雨
水
之
時
日
在
営
室
十
四
度
営
室
號
諏
此
言
但
星
次
西
流　
（
両
上
11
オ
） ; 
「
訾
」
が
妥
当
か
。
　
　
南
天
三
生
木
於
東
地
曰
生
金
於
西
天
五
生
土
於
中　
　
　
（
両
上
20
ウ
） ; 
「
星
」
が
妥
当
か
）
12
（
。
「
脱
字
」
と
お
ぼ
し
き
箇
所
は
、
た
と
え
ば
、
『
月
令
抄
』
二
本
45
　
　
北
面
│
廟
門
ノ
外
ノ
枢
也　
　
　
（
両
下
30
ウ
） ; 
「
左
（
ノ
外
）
」
欠
字
か
。
　
　
貢
職
所
│
本
經
ニ
税
於
民
輕
重
之
法
ト
云
ハ
諸
侯
ノ
本
國
ニ
積
貯
テ
ヲ
ク
年
貢
ヲ
云　
　
　
（
両
下
44
ウ
） ; 
「
貢
職
謂
所
」
が
妥
当
か
。
　
　
去
年
季
冬
ヨ
リ
今
年
ノ
季
冬
マ
テ
三
百
五
十
五
日
ヲ
正
ク
終
ル
コ
ト
エ
ス　
　
　
（
両
下
66
ウ
） ; 
「
三
百
五
十
四
日
也
三
百
六
十
五
日
」
が
妥
当
か
。
同
様
に
、
　
　
魚
上
氷
々
々
々
ト
云
ヨ
リ
後
五
日
ニ
獺
祭
魚
々
々
々
ヨ
リ
後
ニ　
　
　
（
両
上
24
ウ
）
　
　
魚
上
氷
々
々
々
ヨ
リ
後
五
日
メ
ニ
獺
祭
魚
々
々
々
ヨ
リ
後
ニ　
　
　
（
清
Ａ
上
21
ウ
）
清
家
文
庫
Ａ
本
「
五
日
メ
ニ
」
と
一
字
付
加
さ
れ
て
い
る
と
も
見
え
る
が
、
こ
の
部
分
の
直
前
で
、
両
足
院
本
に
、
　
　
東
風
解
凍
ト
云
ヨ
リ
後
五
日
メ
ニ
蟄
虫
初
振
蟄
始
振
ト
云
ヨ
リ
後
五
日
メ
ニ
魚
上
氷
々
々
々
ト　
　
　
（
両
上
24
ウ
）
と
あ
る
の
で
、
両
足
院
本
が
書
写
時
に
見
落
と
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
　
　
祭
先
脾
ト
云
マ
テ
ト
ハ
孟
春
ト
同
シ
チ
ト
ノ
賛
モ
ナ
シ　
　
　
（
両
上
42
ウ
）
　
　
祭
先
脾
ト
云
マ
テ
ト
ハ
上
ノ
孟
春
ト
同
シ
チ
ト
ノ
賛
モ
ナ
シ　
　
　
（
清
Ａ
上
39
オ
）
に
つ
い
て
も
、
両
足
院
本
の
書
写
忘
れ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か
。
　
こ
の
よ
う
に
、
両
足
院
本
に
も
、
書
写
間
違
い
の
可
能
性
が
推
定
で
き
る
部
分
は
、
少
な
く
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
清
家
文
庫
Ａ
本
に
大
量
に
存
在
す
る
「
欠
字
」
は
両
足
院
本
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
総
じ
て
、
両
足
院
本
に
見
い
だ
さ
れ
る
過
誤
（
或
い
は
そ
の
可
能
性
の
あ
る
箇
所
）
は
、
清
家
文
庫
Ａ
本
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
、
量
的
に
や
は
り
圧
倒
的
に
少
な
い
。
加
え
て
、
先
に
清
家
文
庫
Ａ
本
で
挙
げ
た
よ
う
な
、
ほ
ぼ
一
丁
に
亘
る
よ
う
な
欠
落
等
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
両
足
院
本
の
本
文
は
、
相
対
的
に
、
よ
り
整
っ
た
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
い
だ
ろ
う
。
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で
は
、
次
に
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
に
共
通
し
て
書
写
間
違
い
を
推
測
さ
せ
る
箇
所
を
検
証
し
て
み
る
。
ま
ず
は
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
が
、
同
一
箇
所
で
同
一
の
「
誤
字
」
を
お
か
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
想
定
で
き
る
箇
所
か
ら
。
な
お
、
用
例
は
両
足
院
本
か
ら
引
用
し
、
誤
字
が
想
定
で
き
る
文
字
に
傍
線
を
付
す
。
　
　
注 
鴐
毋
│
正
云
尒
雅
釈
天
文
某
氏
云
謂
䳺
也
李
廵
云
鴐
䳺
一
名
年
毋　
　
　
（
両
上
53
オ
） ; 
「
鳥
」
が
妥
当
か
。
　
　
大
者
為
王
鮪
小
者
鮛
鮪
長
鼻
體
無
鱗
甲　
　
　
（
両
上
54
ウ
） ; 
「
小
者
為
鮇
鮪
似
鱣
」
が
妥
当
か
。
清
Ａ
は
「
小
者
鮛
鮪
似
鱣
」
。
　
　
案
中
候
何
紀
云
舜
為
太
尉
此
堯
時
置
之
三
王
不
置
也　
　
　
（
両
下
5
ウ
） ; 
「
河
」
が
妥
当
か
。
　
　
行
春
令
│
陳
云
寅
中
箕
星
好
風
能
教
雲
雨
故
致
旱　
　
　
（
両
下
33
オ
） ; 
「
散
」
が
妥
当
か
）
13
（
。
　
　
陳
云
将
以
陽
衰
陰
盛
為
秋
人
以
陽
衰
陰
□
為
老
羪
衰
老
順
時
令
也　
　
　
（
両
下
34
ウ
） ; 
「
時
」
が
妥
当
か
。
次
の
用
例
で
は
、
同
一
箇
所
で
、
同
一
の
文
字
が
欠
け
て
い
る
。
　
　
黒
道
二
黄
道
北
并
黄
道
為
九
道
也
並
與
日
同
也　
　
　
（
両
上
12
ウ
） ; 
「
黄
道
而
為
」
が
妥
当
か
。
　
　
天
運
升
近
北
故
升
北
端
自
夏
至
漸
而
降
亦
南
北
升
降
之
中
為
春
秋　
　
　
（
両
上
1
ウ
） ; 
「
故
井
升
」
が
妥
当
か
。
　
　
但
十
一
等
限
斉
同
故
云
國
服
同
其
受
桑
則
貴
異
也　
　
　
（
両
下
8
オ
） ; 
「
貴
賤
異
」
一
字
欠
落
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
も
、
本
稿
で
先
に
縷
々
紹
介
し
た
用
例
と
等
し
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
不
正
確
に
文
字
を
写
し
、
或
は
欠
落
さ
せ
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
、
た
ま
た
ま
両
本
で
一
致
し
た
だ
け
、
と
見
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
「
偶
然
」
で
は
な
く
、
両
本
の
書
写
元
と
な
っ
た
元
本
が
無
関
係
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
可
能
性
を
支
持
す
る
よ
う
な
用
例
を
、
次
に
、
検
証
し
て
み
た
い
。
　
ま
ず
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
の
、
ど
ち
ら
に
も
、
項
目
や
記
述
の
切
れ
目
で
も
な
い
の
に
不
必
要
な
空
白
の
見
ら
れ
る
箇
所
『
月
令
抄
』
二
本
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が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
の
空
白
部
は
、
『
正
義
』
や
両
本
の
一
方
を
参
照
す
る
と
文
字
を
補
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
　
も
ち
ろ
ん
、
項
目
や
引
用
の
切
れ
目
で
も
な
い
空
白
部
の
す
べ
て
に
、
こ
の
よ
う
な
「
意
図
」
を
読
み
取
れ
る
訳
で
は
な
い
。
　
　
各
分
テ
六
爻
ト
メ
十
二
月
ニ
象
ル
十
二
月
消　
息
ノ
卦
ト
云
ハ　
　
　
（
両
上
35
オ
）
　
　
各
分
テ
六
爻
ト
メ
十
二
月
ニ
象
ル　
十
二
月
消
息
ノ
卦
ト
云
ハ　
　
　
（
清
Ａ
上
31
ウ
）
右
の
両
足
院
本
に
お
け
る
一
字
空
白
も
、
清
家
文
庫
Ａ
本
で
は
無
く
、
「
消
息
」
の
二
字
の
間
に
補
う
べ
き
文
字
も
考
え
ら
れ
な
い
。
け
れ
ど
、
こ
の
部
分
は
、
紙
漉
き
時
に
で
き
た
と
お
ぼ
し
き
「
さ
く
れ
」
が
あ
り
、
文
字
を
記
す
に
は
不
適
切
な
状
態
で
あ
っ
た
め
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
空
白
が
意
図
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
　
そ
れ
で
も
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
の
、
ど
ち
ら
か
に
空
白
の
あ
る
箇
所
を
検
証
し
て
い
く
と
、
先
の
よ
う
に
欠
字
が
想
定
で
き
る
箇
所
に
は
、
や
は
り
、
空
白
に
す
る
「
意
図
」
が
う
か
が
え
る
。
ま
ず
、
両
足
院
本
用
例
を
、
挙
げ
る
。
　
　
帝
具
所
祭
之
處　
賀
湯
熊
氏
等
並
以
為
在
明
堂　
　
　
（
両
上
54
オ
）
　
　
帝
具
所
祭
之
処
椎
賀
瑒
熊
氏
等
並
以
為
在
明
當　
　
　
（
清
Ａ
上
49
オ
）
　
　
邪
是
於
行
故
慎
以
罪
之　
戮
也　
　
　
（
両
下
31
ウ
）
　
　
邪
是
於
行
故
慎
以
罪
之
摛
戮
也　
　
　
（
清
Ａ
下
87
ウ
）
　
　
案
漢
書
五
行
志
毎
云
牝　
及
牝
亡
謂
告
其
鎖　
　
　
（
両
下
55
オ
） ; 
「
飛
」
一
字
欠
落
か
。
　
　
案
漢
書
五
行
志
毎
云
牝
飛
及
牝
亡
謂
告
其
鎖　
　
　
（
清
Ａ
下
40
オ
）
こ
の
よ
う
に
、
両
足
院
本
で
は
空
白
と
な
っ
て
い
る
部
分
が
、
清
家
文
庫
Ａ
本
の
該
当
部
分
で
は
空
白
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
引
用
元
『
正
義
』
に
照
ら
し
て
妥
当
と
思
わ
れ
る
「
椎
」
字
、
「
摛
」
字
、
「
飛
」
字
が
、
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
あ
る
。
両
足
院
本
で
の
空
白
部
は
、
あ
48
た
か
も
、
そ
こ
に
欠
字
を
明
示
す
る
役
割
を
託
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
　
　
注
寒
蝉
│
正
曰
釈
蟲
云
蜺
寒
蜩
郭
景
純
云
寒　
也
似
蝉
而
亦
青
赤　
　
　
（
両
上
30
ウ
）
　
　
注
寒
蝉
│
正
曰
釈
蟲
云
蜺
寒
蜩
郭
景
純
云
寒
也
似
蝉
而
亦
青
赤　
　
　
（
清
Ａ
下
20
オ
）
引
用
元
『
正
義
』
に
照
ら
せ
ば
、
「
螿
」
字
が
あ
る
部
分
が
清
家
文
庫
Ａ
本
で
は
空
白
も
無
く
欠
字
の
痕
跡
す
ら
見
ら
れ
な
い
が
、
両
足
院
本
で
は
空
白
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
娀
簡
狄
吞
二　
子
一
之
後
々
王
為
二
媒
官
嘉
祥
一
祀
之
以
配
レ
帝　
　
　
（
両
上
45
ウ
）
　
　
娀
簡
狄
吞
レ
子
之
後
々
王
為
媒
嘉
祥
祀
之
以
配
帝　
　
　
（
清
Ａ
上
42
オ
）
両
足
院
本
空
白
部
に
は
、
「
鳳
」
字
が
欠
落
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
清
家
文
庫
Ａ
本
は
、
空
白
を
設
け
な
い
か
わ
り
に
、
返
り
点
を
付
し
て
「
辻
褄
」
を
合
わ
せ
て
い
る
の
か
。
た
だ
し
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
点
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
写
時
に
付
さ
れ
た
も
の
な
の
か
後
補
な
の
か
、
と
い
う
課
題
が
残
っ
て
い
る
。
　
で
は
、
清
家
文
庫
Ａ
本
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
清
家
文
庫
Ａ
本
に
は
、
誤
字
・
脱
字
の
類
が
多
い
が
、
そ
の
清
家
文
庫
Ａ
本
で
、
　
　
正
兼
為
南
正
司
天
犁
為
火
正
兼
為
北
正
故
韋　
注
國
語
云
火
當
為
北　
　
　
（
清
Ａ
上
13
オ
）
と
、
殊
更
に
空
白
と
な
っ
て
い
る
部
分
が
、
　
　
正
兼
為
南
正
司
天
犁
為
火
正
兼
為
北
正
故
韋
昭
注
國
語
云
火
當
為
北　
　
　
（
両
上
14
ウ
）
両
足
院
本
で
は
「
故
韋
昭
注
國
語
云
」
と
『
正
義
』
本
文
に
あ
る
文
字
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
清
家
文
庫
Ａ
本
で
も
、
空
白
部
分
は
、
「
本
来
」
有
る
べ
き
文
字
の
存
在
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
物
既
成
就
体
性
堅
剛
雖
可
改　
　
猶
須
火
柔
之　
　
　
（
清
Ａ
19
オ
）
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物
既
成
就
体
性
堅
剛
雖
可
改
革
猶
須
火
柔
之　
　
　
（
両
上
21
ウ
）
　
　
術
周
礼
│
術
遂
聲
相
近
故
疑
術
為
遂
学
記
云
術
有　
義
同
於
此　
　
　
（
清
Ａ
上
33
オ
）
　
　
術
周
礼
│
術
遂
聲
相
近
故
疑
術
為
遂
学
記
云
術
有
序
義
同
於
此　
　
　
（
両
上
36
ウ
）
な
ど
で
も
、
清
家
文
庫
Ａ
本
の
空
白
は
無
意
味
だ
と
は
受
け
取
れ
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
先
に
見
た
よ
う
に
、
清
家
文
庫
Ａ
本
の
書
写
作
業
が
、
決
し
て
緻
密
に
な
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
証
左
が
余
り
に
多
い
な
か
、
殊
更
に
空
白
を
設
け
る
「
手
間
」
に
、
何
の
意
図
も
込
め
ら
れ
て
い
な
い
と
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
空
白
部
分
に
は
、
「
本
来
」
は
文
字
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
わ
ら
ず
、
た
と
え
ば
書
写
元
本
自
体
に
欠
落
が
あ
る
か
或
は
判
読
不
可
能
か
、
と
い
っ
た
事
情
で
文
字
で
埋
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
発
生
し
て
い
る
、
と
い
う
仮
説
を
立
て
み
て
も
構
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
　
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
で
同
一
箇
所
・
同
一
文
字
が
欠
落
し
、
し
か
も
当
該
箇
所
が
と
も
に
空
白
と
な
っ
て
い
る
点
ま
で
が
共
通
し
て
い
る
例
を
挙
げ
る
。
　
　
上
升
至
北
端
之
極
謂
右
行　
為
南
北
升
降
為
左
右　
　
　
（
両
上
1
ウ
） ; 
「
以
」
一
字
欠
落
か
。
　
　
上
升
至
北
端
之
極
謂
右
行　
為
南
北
升
降
ヲ
為
左
右　
　
　
（
清
Ａ
上
1
ウ
）
　
　
命
相
布
德
│
正
云
此
一　
因
上
天
子
迎
春
反
国
命
三
公
布
教
施
惠
之
事　
　
　
（
両
上
31
オ
） ; 
「
經
」
一
字
欠
落
か
。
　
　
命
相
布
德
│
正
云
此
一　
因
上
天
子
迎
春
反
国
命
三
公
布
教
施
惠
之
事　
　
　
（
清
Ａ
上
27
ウ
）
　
　
澤
皆
為
秦
相
後
又
為
丞
相　
天
子
曰
兆
民
ト
ハ
左
傳
閔
元
年
晋
卜
偃
之
辞
也　
　
　
（
両
上
31
ウ
） ; 
「
也
」
一
字
欠
落
か
。
　
　
澤
皆
為
秦
相
後
又
為
丞
相　
天
子
曰
兆
民
ト
ハ
左
傳
閔
元
年
晋
卜
偃
之
辞
也　
　
　
（
清
Ａ
上
28
ウ
）
　
　
鄭
注
凡
為
人
君
當
齋
戒
自　
又
云
郊
之
祭
也　
　
　
（
両
上
33
オ
） ; 
「
新
」
一
字
欠
落
か
。
　
　
鄭
注
凡
為
人
君
當
齋
戒
自　
  
又
云
郊
之
祭
也　
　
　
（
清
Ａ
上
30
オ
）
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若
春
夏
則
冠
弁
服
故
司
服
云
凡　
冠
弁
服
義
或
然
也　
　
　
（
両
下
48
オ
） ; 
「
甸
」
一
字
欠
落
か
。
　
　
若
春
夏
冠
弁
服
故
司
服
云
凡　
冠
弁
服
義
或
然
也　
　
　
（
清
Ａ
下
35
オ
）
こ
れ
ら
は
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
で
同
一
箇
所
・
同
一
文
字
が
欠
落
し
、
し
か
も
当
該
箇
所
が
と
も
に
空
白
と
な
っ
て
い
る
点
ま
で
が
共
通
し
て
い
る
。
空
白
部
が
完
全
に
一
致
は
し
な
い
な
が
ら
、
　
　
春
時
惟
祭
大
皞　
云
〃
属
者
以
蠶
功
既
大
非
獨
祭　
　
　
（
両
上
54
オ
） ; 
「
大
皞
云
之
属
」
が
妥
当
か
。
　
　
春
時
惟
祭
大
皞　
　
云
也
属
者
以
蠶
功
既
大
非
独
祭　
　
　
（
清
Ａ
上
49
オ
）
　
　
瞻
│
肥
タ
モ
瘠　
　
ヲ
モ
瞻
ヲ
モ
元
視
也　
　
　
（
両
下
36
オ
）
　
　
瞻
│
肥
タ
モ　
　
ヲ
モ
瞻
ヲ
モ
元
視
也　
　
　
（
清
Ａ
下
24
ウ
）
や
は
り
、
と
も
に
文
字
を
補
入
で
き
る
空
白
部
が
同
一
箇
所
に
見
ら
れ
る
の
は
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
の
近
し
い
関
係
を
示
唆
す
る
よ
う
に
受
け
取
れ
る
。
さ
ら
に
、
　
　
熊
掌
／
ハ
常
ニ
ハ
マ
レ
ナ
ル
者
也
晋
霊
公
ノ　
／
是
月
也
天
子
│
前
月
ハ　
　
　
（
両
下
49
オ
）
　
　
熊
掌
ハ
常
ニ
ハ
マ
レ
ナ
ル
者
也
晋
霊
公
ノ　
／
是
月
也
天
子
│
前
月
ハ　
　
　
（
清
Ａ
下
36
オ
）
で
も
、
両
本
と
も
に
「
晋
霊
公
ノ
」
後
続
部
が
空
白
と
な
っ
て
お
り
、
両
本
で
別
個
に
発
生
し
た
偶
然
の
欠
字
と
は
考
え
に
く
い
だ
ろ
う
。
　
さ
ら
に
、
両
本
と
も
、
本
文
末
尾
部
分
（
両
78
オ
、
清
Ａ
下
61
オ
）
に
「
大
簇 
□
鍾
之
所
生
三
分
益
一
律
長
八
寸
」
以
下
の
記
述
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
「
應
鍾
」
の
み
で
、
後
続
部
分
が
空
白
・
欠
落
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
無
射 
夾
鍾
之
所
生
三
分
去
一
律
長
四
寸　
　
　
　
六
千
五
百
六
十
一
分
寸
之
六
千
五
百
二
十
四　
　
　
應
鍾　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
者
の
近
し
い
関
係
を
示
唆
す
る
よ
う
な
用
例
を
さ
ら
に
探
せ
ば
、
た
と
え
ば
、
　
　
一
年
中
ニ
或
ハ
升
リ
或
ハ
升
ル
聖
人
象
ヲ
作
テ
各
分
テ　
　
　
（
両
上
35
オ
）
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一
年
中
ニ
或
ハ
升
リ
或
ハ
升
ル
聖
人
象
ヲ
作
テ
各
分
テ　
　
　
（
清
Ａ
上
31
ウ
）
傍
線
を
付
し
た
「
升
」
字
は
、
文
脈
か
ら
も
『
正
義
』
「
一
年
之
中
或
升
或
降
故
聖
人
作
象
各
分
」
か
ら
も
、
と
も
に
「
降
」
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
升
」
字
に
は
、
両
足
院
本
「
本
ノ
マ
ヽ
」
、
清
家
文
庫
Ａ
本
「
本
ノ
如
シ
」
と
傍
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
大
裘
而
冕
祀
五
帝
亢
如
之
既
別
云
五
帝　
　
　
（
両
下
20
オ
）
　
　
大
裘
而
冕
祀
五
帝
亢
如
之
既
別
云
五
帝　
　
　
（
清
Ａ
下
10
ウ
）
「
亢
」
は
、
『
正
義
』
「
大
裘
而
冕
祀
五
帝
亦
如
之
」
か
ら
、
と
も
に
「
亦
」
字
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
、
両
足
院
本
「
本
ノ
マ
ヽ
」
、
清
家
文
庫
Ａ
本
「
本
ノ
如
シ
」
と
傍
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
注
記
が
、
後
の
校
閲
者
で
は
な
く
書
写
時
・
書
写
者
に
よ
る
も
の
な
ら
ば
、
両
本
と
も
が
（
或
い
は
そ
れ
ぞ
れ
が
）
「
元
」
と
し
た
本
で
「
升
」
字
や
「
亢
」
字
で
あ
る
こ
と
に
疑
義
を
呈
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
傍
記
が
既
に
書
写
元
の
本
文
に
書
き
込
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
そ
こ
に
既
に
、
こ
れ
ら
「
誤
字
」
が
存
在
し
た
こ
と
な
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
の
書
写
原
本
に
、
と
も
に
こ
れ
ら
の
「
誤
字
」
が
見
ら
れ
た
こ
と
な
る
。
こ
れ
ら
「
誤
字
」
と
そ
の
傍
記
と
は
、
こ
の
両
本
の
関
係
性
を
推
定
す
る
材
料
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。
　
以
上
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
の
近
し
い
関
係
を
示
唆
す
る
よ
う
な
用
例
を
求
め
て
き
た
。
結
果
と
し
て
、
清
家
文
庫
Ａ
本
の
書
写
作
業
に
完
成
度
の
相
対
的
な
低
さ
が
目
立
ち
つ
も
、
両
本
が
書
写
元
と
し
た
本
が
、
遠
く
な
い
関
係
の
も
の
だ
っ
た
の
で
は
、
と
推
定
で
き
た
。
　
と
は
い
え
、
本
稿
で
の
こ
れ
ま
で
の
検
証
で
は
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
が
そ
れ
ぞ
れ
書
写
元
と
し
た
本
が
同
一
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
、
と
推
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
空
白
部
挙
例
を
、
あ
ら
た
め
て
振
り
返
る
な
ら
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
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本
と
で
、
同
一
箇
所
・
同
一
文
字
の
欠
落
を
想
定
で
き
る
空
白
用
例
も
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
が
一
方
に
の
み
見
ら
れ
る
用
例
も
あ
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
一
部
を
引
用
し
て
お
こ
う
。
　
　
帝
具
所
祭
之
處　
賀
湯
熊
氏
等
並
以
為
在
明
堂　
　
　
（
両
上
54
オ
）
　
　
帝
具
所
祭
之
処
椎
賀
瑒
熊
氏
等
並
以
為
在
明
當　
　
　
（
清
Ａ
上
49
オ
）
　
　
邪
是
於
行
故
慎
以
罪
之　
戮
也　
　
　
（
両
下
31
ウ
）
　
　
邪
是
於
行
故
慎
以
罪
之
摛
戮
也　
　
　
（
清
Ａ
下
87
ウ
）
文
字
欠
落
に
伴
う
空
白
が
、
単
な
る
気
ま
ぐ
れ
や
過
誤
で
は
な
く
、
殊
更
に
作
為
を
も
っ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
た
と
え
ば
書
写
元
本
自
体
に
文
字
欠
落
が
あ
る
か
或
は
判
読
不
可
能
で
あ
る
か
、
と
い
っ
た
事
情
で
文
字
で
埋
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
書
写
者
が
判
断
し
た
、
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
で
食
い
違
う
、
右
の
空
白
部
用
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
写
元
と
し
た
本
で
の
、
当
該
文
字
記
載
の
在
り
方
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
、
と
す
る
推
定
は
、
少
な
く
と
も
積
極
的
に
否
定
で
き
る
根
拠
に
は
乏
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
以
上
は
、
け
れ
ど
も
、
仮
定
の
上
に
仮
定
を
重
ね
た
推
測
で
し
か
な
い
の
で
、
更
に
慎
重
な
検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。
次
稿
で
は
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
を
検
証
し
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
と
の
三
本
の
関
係
性
を
考
察
し
て
み
た
い
。
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注（
1
） 
京
都
女
子
大
学
『
女
子
大
國
文
』
第
百
六
十
四
号
及
び
第
百
六
十
五
号
。
（
2
） 
前
稿
翻
刻
の
う
ち
、
第
29
丁
裏
か
ら
第
30
丁
表
の
計
一
丁
が
、
筆
者
の
過
誤
に
よ
り
脱
落
し
て
お
り
ま
し
た
。
次
の
通
り
、
補
い
ま
す
。
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ヘ
ト
モ
立
夏
ノ
下
ニ
乃
封
二
諸
侯
一
 
ト
云
文
ア
ル
程
ニ
諸
侯
ア
リ
ト
知
ヘ
シ
夏
ニ
諸
侯
ア
ル
ナ
ラ
ハ
冬
ニ
モ
諸
侯
ア
リ
ト
  
知
ヘ
シ　
　
　
還
反
賞
│
正
云
還
反
行
賞
封
諸
侯
慶
賜
遂
行
無
不
欣
 
説
孟
秋
云
還
乃
賞
二
軍
師
武
人
於
朝
一
孟
冬
云
還
一
乃
賞
死
レ
事
恤
孤
募
四
時
 
所
賞
不
レ
同
者
康
云
順
二
時
氣
一
也
春
陽
氣
始
著
仁
澤
之
時
故
順
二
其
時
一
而
賞
二
 
朝
臣
及
諸
侯
一
也
至
夏
陽
氣
左
盛
萬
物
增
長
故
用
二
是
時
一
慶
賜
轉
廣
是
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以
無
不
二
欣
説
一
也
秋
陰
氣
如
著
嚴
凝
之
時
故
従
其
時
而
賞
二
軍
師
及
武
 
人
一
也
至
冬
陰
氣
左
盛
万
物
衰
殺
故
用
二
是
時
一
賞
二
死
事
者
及
其
妻
子
也
 
注
迎
春
│
賈
馬
蔡
邕
ハ
皆
迎
春
ニ
ハ
大
皞
ト
句
芒
ト
ヲ
祭
ト
云
上
ニ
其
帝
（
3
） 
こ
の
う
ち
「
寓
捨
」
以
下
は
、
『
夢
窓
国
師
語
録
』
「
偈
頌
」
に
あ
る
「
寓
居
聚
落
」
で
あ
る
が
、
「
地
震
ノ
詩
」
と
あ
る
の
は
、
未
詳
。
（
4
） 
一
字
下
げ
体
裁
の
始
ま
る
箇
所
に
つ
い
て
、
前
稿
で
は
「
第
四
一
丁
表
」
と
記
し
た
が
、
こ
れ
も
過
誤
で
あ
り
、
正
し
く
は
「
第
四
〇
丁
裏
」
で
し
た
。
（
5
） 『
礼
記
正
義
』
本
文
は
、
孔
穎
達
疏
『
禮
記
正
義
』
中
華
書
局
刊
（
一
九
五
七
）
の
第
三
冊
で
、
そ
の
校
異
を
含
め
て
参
照
し
た
。
「
月
令
抄
」
の
用
い
た
『
礼
記
正
義
』
に
つ
い
て
、
手
が
か
り
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
箇
所
を
指
摘
し
て
お
く
。
「
正
曰
詩
云
七
月
鳴
鵙
箋
云
伯
労
鳴
則
将
寒
之
候
」
（
両
下
10
オ
）
部
分
に
つ
き
、
中
華
書
局
刊
『
禮
記
正
義
』
「
校
勘
記
」
に
「
閩
監
毛
本
同
衛
氏
集
説
同
恵
棟
校
宋
本
百
作
伯
與
詩
箋
同
」
と
あ
る
。
（
6
） 
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
で
清
原
宣
賢
自
筆
と
さ
れ
て
い
る
『
礼
記
抄
』
（
請
求
番
号
「
1－
64
／
ラ
／
2
貴
」
）
は
、
月
令
本
文
を
見
出
し
と
し
て
掲
げ
、
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
で
解
釈
を
記
し
た
後
、「
正
曰
」
と
『
礼
記
正
義
』
等
か
ら
の
漢
文
引
用
を
載
せ
る
形
を
基
本
と
し
て
お
り
、
文
末
が
「
ナ
リ
」
を
主
と
す
る
な
ど
、
本
資
料
に
非
常
に
近
い
。
さ
ら
に
、
た
と
え
ば
、
『
易
学
啓
蒙
抄
』
『
尚
書
聴
塵
』
の
よ
う
に
、
清
原
宣
賢
自
筆
と
さ
れ
て
い
る
資
料
が
あ
る
が
、
そ
の
体
裁
が
、
や
は
り
、
見
出
し
語
を
掲
げ
た
上
で
一
字
程
度
下
げ
て
解
説
を
付
し
て
い
る
。
こ
の
形
式
は
、
そ
も
そ
も
、
宣
賢
に
限
ら
ず
、
抄
物
に
広
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
体
裁
が
、
少
な
く
と
も
宣
賢
自
筆
「
月
令
抄
」
祖
本
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
仮
定
し
て
も
大
き
な
間
違
い
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
7
） 
引
用
本
文
中
、
必
要
に
応
じ
て
、
改
行
を
「
／
」
記
号
で
表
す
。
ま
た
、
原
文
に
あ
る
訓
点
類
は
、
必
要
の
あ
る
場
合
の
み
記
す
。
（
8
） 
も
ち
ろ
ん
、
清
家
文
庫
Ａ
本
書
写
元
本
自
体
に
既
に
不
正
確
さ
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
検
証
は
、
宣
賢
自
筆
祖
本
や
清
家
文
庫
Ａ
本
書
写
元
本
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
現
段
階
で
は
不
可
能
な
の
で
、
こ
で
は
、
清
家
文
庫
Ａ
本
書
写
元
本
自
体
の
誤
り
を
想
定
し
な
い
前
提
で
、
検
証
を
進
め
る
こ
と
し
た
い
。
本
稿
が
、
清
家
文
庫
Ａ
本
に
つ
い
て
書
写
過
誤
の
可
能
性
に
触
れ
る
際
に
は
、
常
に
、
こ
の
こ
と
は
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
『
月
令
抄
』
二
本
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（
9
） 
そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
 
灰
宜
陽
金
門
山
竹
為
管
云
々
吹
灰
動
穀
矣　
　
　
（
両
上
17
ウ
）
 
灰
宜
陽
金
門
山
竹
為
管
云
々
吹
炭
動
穀
矣　
　
　
（
清
Ａ
上
16
オ
） ; 
「
灰
」
字
を
誤
っ
て
「
炭
」
と
し
た
も
の
か
。
 
冬
氣
極
寒
故
食
火
穀
以
减
寒
々
勝
於
熱　
　
　
（
両
上
28
オ
）
 
冬
氣
極
寒
故
食
大
穀
以
减
寒
々
勝
於
熱　
　
　
（
清
Ａ
上
25
ウ
） ; 
「
火
」
字
を
誤
っ
て
「
大
」
と
し
た
か
。
 
施
令
有
失
三
才
俱
云
　々
　
　
（
両
上
39
ウ
）
 
施
令
有
夫
三
才
俱
云
　々
　
　
（
清
Ａ
上
36
オ
） ; 
「
失
」
字
を
見
誤
っ
て
「
夫
」
と
し
た
も
の
か
。
 
左
傳
僖
十
五
年
云
君
履
后
土　
　
　
（
両
上
44
ウ
）
 
在
傳
僖
十
五
年
云
君
履
后
土　
　
　
（
清
Ａ
上
41
オ
） ; 
「
左
」
字
を
「
在
」
と
誤
っ
た
か
。
 
瓜
瓠
不
成
ハ
地
災
也　
　
　
（
両
下
63
オ
）
 
仏
瓠
不
成
ハ
地
災
也　
　
　
（
清
Ａ
下
47
ウ
） ; 
「
瓜
」
字
を
「
仏
」
と
誤
っ
た
も
の
か
。
 
牛
畜
之
任
重
者
属
思　
　
　
（
両
上
28
オ
）
 
牛
畜
之
住
重
者
属
思　
　
　
（
清
Ａ
上
25
オ
） ; 
「
任
」
を
「
住
」
と
し
た
か
。
（
10
） 
清
家
文
庫
Ａ
本
の
場
合
と
同
様
、
も
ち
ろ
ん
、
両
足
院
本
の
書
写
元
本
自
体
に
正
確
で
な
い
部
分
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
宣
賢
自
筆
祖
本
や
両
足
院
本
が
書
写
元
本
と
し
た
本
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
そ
の
確
認
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
で
は
、
両
足
院
本
書
写
元
本
自
体
の
書
写
誤
り
を
問
わ
な
い
と
い
う
前
提
で
、
検
証
を
進
め
る
こ
と
す
る
。
本
稿
が
、
両
足
院
本
に
つ
い
て
書
写
過
誤
の
可
能
性
に
触
れ
る
際
に
、
常
に
、
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
（
11
） 
そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
 
三
ニ
ハ
外
相
コ
レ
ハ
庫
門
ノ
外
皋
門
ノ
内
ニ
ア
リ　
　
　
（
両
上
31
オ
） ; 
「
朝
」
が
妥
当
か
。
 
毋
覆
巣
│
此
一
節
論
礼
法 
春
ハ
施
主
ノ
時
ナ
レ
ハ
鳥
ノ
巣
ヲ
ヤ
フ
ル
ヘ
カ
ラ
ス　
　
　
（
両
上
38
オ
） ; 
「
生
」
が
妥
当
か
。
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深
一
尺
八
寸
中
有
権
柄
連
底
桐
之
今
左
右
撃
止
者
其
椎
各　
　
　
（
両
下
11
ウ
） ; 
「
推
」
が
妥
当
か
。
 
定
其
國
家
宮
│
正
曰
此
皆
周
礼
典
礼
ノ
文
也　
　
　
（
両
下
44
ウ
） ; 
「
命
」
が
妥
当
か
。
（
12
） 
同
様
の
例
と
し
て
。
 
案
律
暦
志
云
胃
十
四
度
昴
十
一
度
畢
十
六
度
此
角
二
度
參
九
度
井
三
十
三
度　
　
　
（
両
上
52
オ
） ; 
「
觜
」
が
妥
当
か
。
 
是
月
也
易
│
関
ノ
任
見
ヲ
ト
ラ
ス
市
ノ
課
役
ト
ラ
ヌ
ヲ
易
ト
云　
　
　
（
両
下
40
ウ
） ; 
「
賃
」
が
妥
当
か
。
（
13
） 
こ
に
「
陳
」
と
あ
る
の
は
、
陳
澔
注
釈
『
礼
記
集
説
』
と
思
わ
れ
る
が
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
（
「
礼
記
集
傳
」
）
、
早
稲
田
大
学
蔵
本
で
確
認
で
き
る
本
文
と
は
、
字
句
の
異
な
り
が
あ
る
。
後
考
に
期
す
。
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